（様式１）

研究提案書（様式）
「復興促進プログラム（産学共創）」研究提案書

	· 本様式1～８を作成し、e-Radからアップロードして応募してください。

· 提案課題名、提案課題の概要、研究代表者・主たる共同研究者（e-Radでは「研究分担者」と表示）情報、費目別研究費計画等については、e-Radからの入力をお願いします。

· e-Radへアップロードできる提案書ファイルの最大容量は、３ＭＢです。

· フォントサイズは10.5ポイントでご記入下さい。

· 修正履歴はつけないでください。

· 提案書記入に関する注意書きや例示は、作成時に削除してください。


研究構想

	· 様式１はＡ４用紙　６枚以内にまとめてください。
· 必要に応じて図表を用いてください。画像ファイルの種類は「GIF」、「BMP」、「PNG」形式のみとしてください。それ以外は、正しくPDF形式に変換されません。



1． 研究の目標
研究期間終了時に達成しようとする、研究成果の目標、および研究期間終了後、どのように実用化へ向けた研究を進める計画なのかを具体的に記述してください。

2． 技術テーマとの関連性

本研究構想のどの部分が、どのように技術テーマの解決へ貢献し、復興促進に資するのか、具体的に記述してください。

3． 研究計画とその進め方

具体的な研究内容・研究計画を記載してください。
	· 「１．研究の目標」をどのように達成しようとするのか、構想・計画のマイルストーン（研究期間途上での研究達成度の判断基準と時期）を示しつつ、タイムスケジュールの大枠を示してください。

· 「１．研究の目標」の達成を目指すにあたり、予想される問題点、解決策も含みます。

· 研究構想において想定される知的財産権等（出願やライセンス、管理含む）について、現在の関連知的財産権取得状況、研究を進める上での考え方を記述してください。



4． 研究実施の基盤および準備状況

	本研究構想を実施する基盤となる、

· 研究提案者自身（および必要に応じて共同研究者）のこれまでの研究経緯と成果

· その他の予備的な知見やデータ等（存在する場合）

について具体的に記述してください。



5． 国内外の類似研究との比較、および研究の独創性・新規性

関連分野の国内外の研究の現状と動向を踏まえて、この研究構想の世界の中での位置づけ、独創性、新規性や優位性を示してください。
研究実施体制（参加者リスト）

1． 研究代表者グループの研究実施体制
	· 研究代表者が所属する研究機関における研究参加者を記入してください。

· 研究代表者と同じ所属機関の研究参加者が、研究代表者の研究実施項目および概要とは明確に異なる内容で参加する場合は、「２．共同研究グループの研究実施体制」に記入していただいても結構です。


研究代表者グループ
	研究機関名
	○○大学大学院　○○研究科　○○専攻

（研究実施場所　○○大学）

	当該研究機関からの研究参加者
	氏名
	役職
	エフォート

（研究代表者のみ）

	（研究代表者→）
	○○　○○
	教授
	○○％

	
	○○　○○
	准教授
	－

	
	○○　○○
	助教
	－


	· エフォートには、研究者の年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記入してください。【総合科学技術会議における定義による】

· 研究チームの構成メンバーについては、その果たす役割等について十分ご検討ください。

· 研究参加者のうち、提案時に氏名が確定していない研究員等の場合は、「研究員　○名」といった記述でも結構です。

· 研究参加者の行は、必要に応じて追加してください。


· 特記事項

	· 特別の任務等（研究科長等の管理職、学会長等）に仕事時間（エフォート）を要する場合には、その事情・理由を記入してください。


· 研究実施項目および概要
· 研究実施項目

· 研究概要

	研究代表者グループが担当する研究の概要を簡潔に記載してください。


· 研究構想における位置づけ

	自らの研究構想を実現するために研究代表者グループが果たす役割等を記載してください。


2． 共同研究グループの研究実施体制
	· チーム研究の場合のみ作成してください。

· 研究代表者の所属機関以外の研究機関（共同研究機関）の研究者が加わる場合、その研究参加者を共同研究機関ごとに記入してください。

· 共同研究グループの数に上限はありませんが、研究代表者の研究構想を実現するために最適な研究者で編成してください。研究代表者が担う役割が中心的でない、共同研究グループの役割・位置づけが不明であるチーム編成は、本プログラムの研究体制としてはふさわしくありません。


共同研究グループ（１）

	共同研究機関名
	◇◇研究所　◇◇研究室（所属研究機関コード１））

（研究実施場所　◇◇研究所）

	当該研究機関からの研究参加者
	氏名
	役職
	エフォート

(主たる共同研究者のみ)

	(主たる共同研究者→)


	◇◇　◇◇

（研究者番号2））
	主任研究員
	◇◇％

	
	◇◇　◇◇
	研究員
	－

	
	・・・３）
	
	


	· 主たる共同研究者とは、共同研究グループを代表する方です。

１）所属先のe-Rad所属研究機関コードを記載してください。

２）科学研究費補助金研究者番号がある方はその番号、ない方はe-Radへ研究者情報を登録した際に付与される8桁の研究者番号を記載してください。

３）研究参加者の行は、必要に応じて追加してください。

（注）海外の研究機関を含む研究チーム編成を提案される場合には、研究提案書（様式７）に、海外の研究機関に所属する共同研究者が必要であることの理由を記載してください。（公募要領 「３．（３）研究チームの編成」（6ページ）をご確認ください。）


· 研究実施項目および概要　
· 研究実施項目

· 研究概要

	共同研究グループ（１）が担当する研究の概要を簡潔に記載してください。


· 研究構想における位置づけ・必要性

	研究代表者の研究構想を実現するために、本共同研究グループが必要不可欠であることの理由、位置づけ等を記載してください。


※必要に応じて、「共同研究グループ（２）」を追加して、同じ項目を記載してください。

研究費計画

	· 「全体の研究費計画（費目別）」および「研究グループ別の研究費計画」を作成いただきます。

· 「全体の研究費計画（費目別）」は、e-Rad「応募情報登録【応募時予算額の入力】」で入力（千円単位）してください。

· 「研究グループ別の研究費計画」は、チーム研究の場合のみ、この様式を使用して作成してください。個人研究の場合は不要です。
· 予算額（研究提案の総額）については、Ｈ２４年度は最大でも１，５００万円程度以内、以降は最大でも３，０００万円/年程度以内としてください。
· 各研究課題の研究期間は２年または３年です。
· 選考の結果、研究期間の短縮を求める場合があります。


· 研究グループ別の研究費計画

· 直接経費（研究費）と間接経費を含む総額を千円単位で記入してください。

· e-Rad「応募情報登録【応募時予算額の入力】」に入力した金額と、食い違いの無いように作成してください。

· 研究期間に該当しない部分にはゼロを入れてください。

（数値は記入例です）


[image: image1.emf]初年度 第２年度 第３年度 合計

(開始～H25.3) (H25.4～H26.3)(H26.4～H27.3) （千円）

研究代表者G

4,000 15,000 16,000 35,000

共同研究G(1)

(◇◇研究所）

1,000 6,000 5,000 12,000

共同研究G(2)

（◇◇大学）

1,000 4,000 6,000 11,000

合計（千円）

6,000 25,000 27,000 58,000


· 購入予定の主要設備

· 1件5,000千円以上、機器名、概算価格、購入年度を記入してください。

　（記入例）○○○○○○
15,000千円（H24）
実施予定表

· 全研究期間の研究予定を記述してください。

· 研究実施項目は、（様式２）に記載したもの、必要に応じてこれを細項目にしたものを記載下さい。

	
	開始年度

(開始～H25.3)
	第２年度

(H25.4～H26.3)
	第３年度

(H26.4～H27.3)
	研究実施

グループ名

	研究実施項目
	△△△の

検討
	
	
	
	研究代表者G

	
	■■■の試作
	
	
	
	共同研究G(1)

(◇◇研究所）

	
	○○○の計測
	
	
	
	共同研究G(2)

(◇◇研究所）

	
	◇◇の

計測
	
	
	
	共同研究G(1)

(◇◇研究所）

	
	×××の解明
	
	
	
	共同研究G(2)

(◇◇研究所

	
	□□の

解明
	
	
	
	研究代表者G

	
	．．．
	
	
	
	．．．

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


論文・著書リスト（研究代表者）

· 主要文献

著者（著者は全て記入してください）・発表論文名・掲載誌・巻号・ページ・発表年
	· 学術誌等に近年発表した論文、著書等のうち、今回の提案に関連する重要なものを選んで、１ページ程度で記入してください。

· 現在から順に発表年次を過去に遡って、記入してください。

· 提案者本人が筆頭著者のものについては、頭に＊印を付けてください。

· 項目順・書式は自由です。

	


· 参考文献

著者（著者は全て記入してください）・発表論文名・掲載誌・巻号・ページ・発表年
	· 上記以外にも、研究提案を理解する上で必要な関連文献があれば、挙げてください。

· 提案者本人が筆頭著者のものについては、頭に＊印を付けてください。

· 項目順・書式は自由です。


論文・著書リスト（主たる共同研究者）

チーム研究の場合のみ作成してください。

· 主要文献

著者（著者は全て記入してください）・発表論文名・掲載誌・巻号・ページ・発表年

	· 主たる共同研究者が、近年に学術誌等に発表した論文、著書等のうち、今回の提案に関連する重要なものを選んで、主たる共同研究者ごとに1ページ程度で記入してください。

· 現在から順に発表年次を過去に遡って、記入してください。

· 該当する研究者が筆頭著者のものについては、頭に＊印を付けてください。

· 項目順・書式は自由です。


特許リスト(研究代表者・主たる共同研究者)

· 主要特許

出願番号・発明者・発明の名称・出願人・出願日
	近年に出願した特許のうち、今回の提案に関連する重要なものを選んで、1ページ程度で記入してください。（書式自由）


· 研究代表者

· 主たる共同研究者

チーム研究の場合のみ作成してください。
他制度での助成等の有無

· 研究代表者および主たる共同研究者が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等制度での助成等について、制度名ごとに、研究課題名、研究期間、役割、本人受給研究費の額、エフォート等を記入してください。

· 記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。


「不合理な重複および過度の集中の排除」に関しては、公募要領「８. 
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	· 応募に当たっての留意点
」（16ページ）をご参照ください。

· 現在申請中・申請予定の研究助成等について、この研究提案の選考中にその採否等が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正箇所が分かるように修正の上、巻末のお問い合わせ先まで電子メールで連絡してください。


1． 研究代表者：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	研究課題名

（代表者氏名）
	研究

期間
	役割2)
(代表/分担)
	(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 予定)

(3) 〃 (H24年度 予定)

(4) 〃 (H23年度 実績)
	エフォート

(％)4)

	科学研究費補助金 基盤研究(S)
	○○○○○○○○○○

（本人）
	H22.4－

H26.3
	代表
	(1) 60,000千円

(2) 25,000千円

(3) 25,000千円

(4) 5,000千円
	20

	科学技術振興調整費
	○○○○○○○○○○

（○○　○○）
	H22.4－

H26.3
	分担
	(1) 18,000千円

(2) 2,000千円

(3) 8,000千円

(4) 8,000千円
	10

	（申請中）○○財団○○研究助成 
	○○○○○○○○○○

（本人）
	H23.10－

H26.3
	代表
	(1) 15,000千円

(2) 10,000千円

(3) 5,000千円

(4) －
	5

	・・・５）
	
	
	
	
	


	1)  現在受けている、又は採択が決定している助成等について、本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載して下さい。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載して下さい（「制度名」の欄に「（申請中）」等と明記してください）。

2)  「役割」は、代表または分担等を記載してください。

3)  「本人受給研究費」は、ご本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。

4)  「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください（総合科学技術会議における定義による）。本プログラムに採択されると想定した場合のエフォートを記載してください。
5)  必要に応じて行を増減してください。


2． 主たる共同研究者（１）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
チーム研究の場合のみ作成してください。

	制度名1)
	研究課題名

（代表者氏名）
	研究

期間
	役割2)
(代表/分担)
	(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 予定)

(3) 〃 (H24年度 予定)

(4) 〃 (H23年度 実績)
	エフォート

(％)4)

	厚生労働省科研費 
	◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

（本人）
	H22.4－

H26.3
	代表
	(1)45,000千円

(2)10,000千円

(3) 5,000千円

(4) 5,000千円
	20

	・・・５）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


3． 主たる共同研究者（２）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
チーム研究の場合のみ作成してください。

	制度名1)
	研究課題名

（代表者氏名）
	研究

期間
	役割2)
(代表/分担)
	(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 予定)

(3) 〃 (H24年度 予定)

(4) 〃 (H23年度 実績)
	エフォート

(％)4)

	科学研究費補助金 特定領域 
	□□□□□□□□□□□□

（□□　□□）
	H22.4－

H26.3
	分担
	(1)14,500千円

(2)4,500千円

(3)5,000千円

(4)5,000千円
	15

	・・・５）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	１）～5）については前ページをご参照ください。


特記事項
1． 復興促進プログラムへの応募理由、復興への想い
	· 復興促進に貢献することを目的とした当プログラムに応募した理由、このプログラムを通して、復興に貢献する意気込み等自由に記述してください。


2． その他特記事項

	· 研究に際してのご希望、ご事情その他について、自由に記入してください。

· 海外の研究機関を研究チームに加える場合は、海外の研究機関に所属する共同研究者が必要であることの理由をこちらに記載してください。

· 特筆すべき受賞歴等がある場合には、必要に応じてこちらに記載してください。


研究代表者　データ

	氏名
	

	生年月日
	１９○○/○/○

	所属研究機関・部署・役職
	

	学歴
	（記入例）

昭和○○年　○○大学○○学部卒業

昭和○○年　○○大学大学院○○研究科修士課程○○専攻修了

　　　　　　　　　（指導教官：○○○○教授）

昭和○○年　○○大学大学院○○研究科博士課程○○専攻修了

　　　　　　　　　（指導教官：○○○○教授）【記入必須】

昭和○○年　工学博士（○○大学）　取得
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				初年度 ショネンド		第２年度 ダイネンド		第３年度 ダイネンド		合計

				(開始～H25.3) カイシ		(H25.4～H26.3)		(H26.4～H27.3)		（千円）

		研究代表者G		4,000		15,000		16,000		35,000

		共同研究G(1)
(◇◇研究所） ケンキュウショ		1,000		6,000		5,000		12,000

		共同研究G(2)
（◇◇大学）		1,000		4,000		6,000		11,000

		合計（千円）		6,000		25,000		27,000		58,000






